
（１）「校長先生、どうして葛二中は期末考査を２回に分けて実施しているのですか？」「他の中学校でも

２回に分けているのですか？」と保護者から質問されることがあります。 

葛二中の期末考査は、令和４年度から、４教科（音・美・保体・技家）と５教科（国・数・英・社・

理）に分け、実施しています。私（校長）が知っている限り、本校のように２回に分けている中学校はあ

りません。私が担任をやっているときに「９教科もテスト勉強をするのは大変だ。負担が大きい。」「テス

トが３日間もあると体力的にもたない。」「時間がなくて○○教科はあきらめました。」といった声をよく聞

きました。定期考査実施の目的は、人それぞれ違うかもしれませんがいろいろとあると思います。例え

ば、目標に向かって学習すること、学習に対するモチベーションを高めること、家庭学習の機会を増やす

こと、試験を受ける経験を増やすこと、自分の学習の定着度を知ること、学力を伸ばすことなどです。こ

れらの目的を達成するためには、学習する時間の確保が必要です。そのため、期末考査の日程を分けて実

施することにしました。また、都立高等学校の一般入試では、４教科（音・美・保体・技家）の調査書点

が、５教科の２倍になります。高校受験のことも考え、４教科の期末考査を頑張ってほしいというのも理

由の１つです。 

期末考査を分けて実施することについては、先生方からも保護者からも賛否の声がありました。初めて

実施したあと、生徒へのアンケートした結果、約７割の生徒が「負担が減った。」と回答し、「４教科の学

習時間を確保することができた。」「焦らずに学習に取り組めた。」「１週間空けると土日が必ず入るのでい

い。」「都立入試を考えると分けたほうがいい。」等の肯定的な意見が多くありました。一方で、「テスト期

間が長くなると集中力が持続できない。」「部活動の活動停止期間が増える。」という声もありました。ま

た、教員へのアンケートでは、「生徒の学習意欲が向上した。」「家庭学習時間が増えた。」「採点に時間がか

けられ、働き方改革につながった。」「平均点が今までと比べて高くなった。」等の意見がありました。生徒

へのアンケート結果を第一優先に考え、令和４年度以降も４教科と５教科を分けて実施しています。 

（２）「どうして３年生の学年末考査だけ、１月末に実施しているのですか？」と保護者から質問される

ことがあります。 

３年生の学年末考査は、１月末に５教科のみ実施しています。多くの中学校では、私立一般入試、私立

併願優遇入試、都立・国立一般入試が終わった２月末に実施しています。入試前に学年末考査を実施して

いるのは、同じような間違いを入試でしないでほしい、考査の結果を入試に活かしてほしいとの考えから

です。また、実施日を変更したことで通常は混雑している時期を避け、他校が学年末考査を行っている時

期に卒業遠足へ行くことも可能になりました。 

この取り組みは、他校の校長先生からも問い合わせがあり、今後拡大していく可能性があります。 

１２月［師走（しはす、しわす）］の主な行事予定 

２日（月） 全校朝礼 

４日（水） 全学年三者面談終 

６日（金） 専門委員会（45×6） 

９日（月） 生徒会朝礼 

１・２年江戸川区学力調査（国数英） 

１０日（火） ２年薬物乱用防止教室 

１１日（水） 避難訓練  

１５日（日） 私立高校入試相談始 

１７日（火） ２年二胡演奏会 

２４日（火） 給食終 大掃除 

２５日（水） ２学期終業式 

２６日（木） 冬休み始（１月７日まで） 

１２月２９日（日）～１月３日（金）まで学校閉鎖 

１月８日（水）３学期始業式 
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「カニ中 SNSルール」を改訂しました。後期生徒会役員が

見直しをし、中央委員会（各委員長参加）そして全生徒に周

知し、決定しました。その後、１１月１１日（月）の生徒会

朝礼で全生徒に発表しました。各教室や廊下に掲示をしてい

ます。生徒の皆さんは、右にある５つのルールを守ってくだ

さい。 

学校だより７号で、以下のように書きました。 

ＬＩＮＥグループでの悪口や陰口、ＳＮＳ上での誹謗中

傷（ひぼうちゅうしょう）、画像や動画の不適切な取り扱

いなどが大きな社会問題になっています。人を傷付ける行

為は、絶対にあってはいけないことであり、許してはいけ

ないことです。ＳＮＳは、楽しいものであり、便利なもの

です。しかし、使い方によっては、危険なこともありま

す。「カニ中ＳＮＳルール」を必ず守ってください。約束

してください。江戸川区教育委員会でもタブレットを正し

く使ってもらえるように「えどタブルール」を一昨年度に

策定しました。「ＳＮＳ家庭ルール」を作成していないご

家庭は、「えどタブルール」「カニ中ＳＮＳルール」を参考

に是非作成してみてください。 

まだ作成していないご家庭は、作成をお願いします。「えどタブルール」や「家庭ルールのポイントと

例」は学校だより７号に記載しています。 

１０月２９日（火）の５・６時間目、関東第一高校の先生方をお招きして面接講座を行いました。実際

に高校入試で面接を担当している先生に、直接アドバイスをいた

だける貴重な機会となりました。クラスでも面接指導がありまし

た。きっと、事前に準備することの大切さを実感したのではない

でしょうか。 

２８日（木）から、管理職面接練習が始まります。ほとんどの

高校で「本校を志望した理由は何ですか。」と質問されます。私

も面接練習のときに、必ず同じ質問をします。だいたいの生徒

は、その高校の「教育目標や教育理念に共感して」と答えます。

私は、３年前（現高校３年生）のある生徒の答えたことを今でもよく覚えています。その生徒は、「説明会

に伺ったとき、正門から玄関までの花壇にきれいな花がいっぱい咲いていました。私は、気持ちが和らぎ

晴れやかな気持ちになりました。このように生徒のことを想い、環境を大事にしている学校は本当に素晴

らしいと思いました。私をこの高校に入学させていただきたいです。」と答えました。私がこの高校の先生

なら、逆にこの生徒に入学してほしいと思うことでしょう。素直に感じたことや思ったことを少し違った

角度から答えることもよいかもしれません。予想外の質問もあるかもしれません。「少しお時間をくださ

い。」と言って考えてもよいのです。 

【３年生の皆さんへ】質問に答える内容も大事ですが、それ以上にハキハキと答えているか、相手を見て

答えられているか、きちんと礼ができているかなどが大事です。笑顔があるともっとよいですね。「当たっ

て砕けろ」の精神で臨んでください。練習では失敗しても大丈夫、アドバイスをします。 


